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①清朝下のイへ・フレー時代（1778 ～ 1920 年）
②ソ連の後ろ盾を得たウランバートル成立の時代（1921 ～ 1945 年）
③国際社会に承認された人民共和国時代（1946 ～ 1990 年）
④社会主義から市場経済への移行期（1991 ～ 2002 年）
⑤土地私有化法制定以降の都市計画時代（2003 ～現在）
1．ウランバートルの地政学的特徴
モンゴルの国土面積は 1564.1 千平方キロメートルで、東西 2392 キロメートル、南北 1259
キロメートルの広がりを持ち、北をロシア、南を中国と国境を接する内陸国である（日本の国
土面積（377.9 千平方キロメートル）のほぼ 4 倍であり、また、国土の南端は北緯 41 度 35 分
に位置し、北海道南端（北緯 41 度 21 分）とほぼ同緯度にある）。平均標高は 1580 メートルで、




モンゴルは、行政上 21 の県（aimag）と首都ウランバートルからなる。また、県は、4 つ









トル）は、南を標高 2267 メートルの Bogd Khan 国立公園、東から北東をヘンティ山脈の麓





分かれ、最小行政単位（khoroo）では 152 に分かれる。また、トゥブ県は 27 地区（soum）


























































































1639 年 外モンゴルのハルハ系部族に活仏（後のジェプツンダンパ 1 世）誕生
1691 年 外モンゴル、清朝配下になる
1762 年 清朝は現在のウランバートルのトーラ川支流セルべ川河畔に弁事大臣を置き、官吏や軍隊が駐屯
1778 年 ジェプツンダンパ 4 世のイヘ・フレー（移動式大寺院）がセルべ川西域に定住
1807 年 記録では四方に城門を有する中国式城郭（ナイマーホト）内に漢人商人の家屋が 800 棟建てられ
4000 人が居住
1820 年 漢人商人たちがイヘ・フレーの東西を囲むように商業街区（ダムノールチン）を形成
1838 年 ジェプツンダンパ 5 世のイへ・フレーの西に固定寺院のガンダン寺建立。イへ・フレーは北部のトー
ラ川沿いに移動
1855 年 ジェプツンタンパ 7 世のイへ・フレーが再びガンダン寺の東側に戻る
1863 年 イへ・フレーとナイマーホトの中間地点にロシア領事館が設置される
1868 年 記録ではイヘ・フレーを囲む僧坊（アイマグ）は東西 2300 ｍ、南北 1980 ｍに及び、1 万人余りの
僧侶が居住
1912 年 辛亥革命で清が滅亡すると、ジェブツンダンパ 8 世を皇帝（ボグド・ハーン）に担ぎ上げて独立を
宣言するが失敗
1921 年 ソ連の後ろ盾でジェブツンダンバ 8 世を元首に共和国政府を樹立。首都をイへ・フレーとする
1922 年 漢人等に貸与していた耕作地の調査が行われ、ボブド県とセレンゲ県に初の国営農場が設立された



















1912 年に辛亥革命により清朝が滅亡すると、モンゴルは、ジェブツンダンパ 8 世を皇帝（ボ
グド・ハーン）に担ぎ上げて独立を宣言するが失敗した。しかし、その後、ロシア革命が勃発
しソ連が誕生すると、1921 年、ソ連の後ろ盾で、共和国政府を樹立、さらに、1924 年に元首








ラート・モンゴル人による農耕が 18 世紀から発達していた。他方、1928 年のコミンテルン




首都ウランバートルに最も近いトゥブ県においても、1927 年から 1931 年にかけて、北部

































その後、ウランバートルでは、1950 年代から 1980 年代にかけて、4 度に渡り、総合都市
計画マスタープランが策定された（第 1 次 1954 年、第 2 次 1961 年、第 3 次 1976 年、第 4



















された。国家 3 カ年計画の最終年の 1960 年には牧民の 99.5% がネグデルに集団化され目標
は達成された。牧民はネグデルの組合員になり、組合の家畜を預かって管理する賃金労働者に
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表 2 のとおり、第 1 次アタル開始の 1959 年から 1971 年までの 12 年間の間に、トゥブ県
に 4 カ所、ウランバートル市内に 3 カ所の国営農場が建設された。注目すべきは、1963 年に
ウランバートル市内に、酪農や養鶏の国営農場が設立されたことである。伝統的な遊牧による
5 畜の飼育から、ウランバートルの都市住民への供給を目的とした定住による集約的畜産業が
本格的に開始されたものと捉えることができる。1969 年、1971 年にトゥブ県に設立された 2
つの国営農場が飼料作物の生産を主体としていたことも、同時期の集約的畜産業の導入・発展
を裏付けている。以降、200 ～ 800 頭規模の大型機械化酪農場が全国に建設されるようになっ
た。1989 年には全国 45 カ所のうち 39 カ所の酪農場がウランバートル市に乳製品を供給して
いた。また、1987 年以降、養豚場も設立されるようになった。
表 2　トゥブ県及びウランバートル市に設立された国営農場一覧
地図番号 設立年 国営農場等の名称 主要産品 立地場所 解散年
1 1927（59）ボルノール 野菜栽培 トゥブ県ボルノール郡 1991
2 1929（57） ジャルガラント トゥブ県ジャルガラント郡 1992
3 1931（55）バトスムベル トゥブ県バトスムベル郡
1931 ソグノゴル 乳製品 ウランバートル市 1992
4 1959 オクタール トゥブ県オクタールツァイダム郡 1990
5 1959 バヤンツォグト トゥブ県バヤンツォグト郡 1990
1963 ガチョールト 酪農場 ウランバートル市 1992
1963 トルホラハ 養鶏場 ウランバートル市 1992
1964 かわうそ・鹿の皮革 ウランバートル市 1992
6 1969 アルホスト 飼料作物 トゥブ県アルホスト郡 1991
7 1971 飼料作物 トゥブ県エルデネサント郡 1990
8 1976 オクチャブリ トゥブ県スンベル郡 1992
9 1976 ザローチョード トゥブ県ツェール郡 1990
10 1976 アタル 飼料作物 トゥブ県バヤンハンガイ郡 1991
11 1976 ノホルルル 飼料作物 トゥブ県アルガラント郡 1990
1977 パルチザン 養鶏場 ウランバートル市 1992
（出所）小長谷（2010）等に基づき筆者作成










1959 年に第 1 次アタルが開始されて以降、モンゴルの耕種農業は飛躍的に拡大した。1985
年には全農業生産に占める耕種農業の割合は 37％を占めるまでになったが、その 8 割は国営
農場で生産されていた。ソ連から大型農業機械を導入して行う機械化農業であり、国営農場
ではジャガイモの播種の 100％、収穫の 84％が機械化されていた（ネグデルでは、それぞれ









1991 年 5 月、民営化法が国会で決議され、7 月には国家資産の 44.2％、総額 204 億トゥグ
リク（90 年価格）が国民にバウチャーとして配布された。ネグデルは民営化され自由契約・




年末には、バウチャー配布率 99.5％となり、サービス部門のほぼ 100％、家畜の 90％の私有
化が完了した。同年、株式会社 466、有限会社 1,297、協同組合 1,907、個人事業者 350 が生





耕種農業に関して、作付面積は 1989 年の 83 万 8 千ヘクタールをピークに年々減少し、
1999 年には 29 万 6 千ヘクタールになった。特に耕作面積の大部を占める穀物の作付面積が
1989 年の 673 千ヘクタールをピークに急激に減少し、1999 年には 27 万 9 千ヘクタールにま
で減少した。また、飼料作物の作付面積の減少は著しく、1988 年の 16 万 9 千ヘクタールをピー
クに 1999 年は僅かに 1.7 千ヘクタールとなった。また、作付面積の減少ばかりでなく、単位
面積当たりの収量も著しく減少した。穀物のみならず、ジャガイモや野菜の生産量も減少し、
ジャガイモは 1989年 15.6万トンから 2002年には 5.2万トンへ 66.7％減少、野菜は 1989年 6.0
万トンから 2002 年には 4.0 万トンへ 33.3％減少した。
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耕種部門の生産量低下の原因として、①作業機械の老朽化・保守部品の欠如、②燃料不足
による作業機械の稼働率低下、③肥料・農薬等の不足・価格の上昇、④運営ノウハウの欠如が
挙げられている。農業機械は、トラクターが 1989 年 11.5 千台から 2002 年 4.7 千台、穀物コ


















1989 年の 6 万 9 千戸（13 万 5 千人）からピークの 2000 年には 19 万 2 千戸（42 万 1 千人）












なお、1990 年代に牧民数は毎年増加傾向を示していたが、その後、2000 年から 3 年連続


























市住民に対して牛乳 ･ 乳製品の十分な供給が出来ず、輸入が増加した。鶏卵も 1989 年 3.6 万
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7．都市ウランバートルの景観の変貌











在も続いている。ちなみに 1990 年のウランバートルの人口は 58 万 6200 人（全国の 27.2％）
であったが、2013 年の人口は、下表 3 のとおり、126 万 5100 人（全国の 44.6％）であり、
ウランバートルへの人口集中度は毎年高まっている。2012 年時点でモンゴルの平均人口密度
は 1 平方キロメートル当たり 1.87 人であるが、ウランバートルでは 291.9 人となっている。
表 3　ウランバートル市とトゥブ県の人口推移（千人）
2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
ウランバートル市 965.3 994.3 1,031.2 1,071.7 1,112.3 1,158.7 1,201.3 1,232.4 1,265.1 









下表 4 は、2012 年末現在のウランバートルのアパート地区とゲル地区に居住する世帯数の
統計である。30 万 6795 世帯のうち、アパート地区に 12 万 2566 世帯（40.0％）、ゲル地区

























Bagannr 7,570 3,160 3,151 9 4,410 8 1,981 2,408 13
Bagakhangai 1,045 612 609 3 433 118 310 5
Bayangol 48,596 36,568 36,097 471 12,028 157 6,333 5,522 16
Bayanzurkh 73,056 25,395 25,198 186 11 47,661 582 23,155 23,890 34
Nalaikh 8,992 2,194 2,191 3 6,798 17 3,631 3,136 14
Songinokhairkhan 62,820 17,589 17,426 63 100 45,231 497 22,647 21,996 91
Sukhbaatar 36,343 16,298 16,182 53 63 20,045 187 11,810 8,042 6
Khan-Uul 36,856 7,723 7,665 31 27 29,133 393 18,497 10,142 101
Chingeltei 31,517 13,027 12,751 275 1 18,490 163 12,145 6,155 27







部斜面および市を東西に流れるト ラ川の南岸に 18 のゲル地区が形成されている（図 2 参照）。 
 





下表 4 は、2012 年末現在のウランバートルのアパート地区とゲル地区に居住する世帯数の統




























Bagannr 7,570 3,160 3,151 9   4,410 8 1,981 2,408 13 
Bagakhangai 1,045 612 609   3 433   118 310 5 
Bayangol 48,596 36,568 36,097 471   12,028 157 6,333 5,522 16 
Bayanzurkh 73,056 25,395 25,198 186 11 47,661 582 23,155 23,890 34 
Nalaikh 8,992 2,194 2,191   3 6,798 17 3,631 3,136 14 
Songinokhairkhan 62,820 17,589 17,426 63 100 45,231 497 22,647 21,996 91 
Sukhbaatar 36,343 16,298 16,182 53 63 20,045 87 1 ,810 8,042 6 
Khan-Uul 36,856 7,723 7,665 31 27 29,133 393 18,497 10,142 101 
Chingeltei 31,517 13,027 12,751 275 1 18,490 163 12,145 6,155 27 
市内合計 306,795 122,566 121,270 1,088 208 184,229 2,004 100,317 81,601 307 
(出所)ウランバートル市役所から入手 
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1991 年の民営化法以降、モンゴル社会に最も大きな影響を与えたのが、2003 年 5 月に施
行された土地私有化法である。私有化とは、個人ではなく、世帯（核家族）を単位とした所有
権の承認のことを指す（富田、2008）。この法律は、住民に家族の居住あるいは産業目的で土
地を所有する権利を認めたもので、首都ウランバートルで 0.07 ヘクタール、県の中心地で 0.35 
ヘクタール、郡の中心地で 0.5 ヘクタールを限度に一度限り無償で供与することを定めたもの























2003 年 6 月にモンゴル政府は、2000 年以降に頻発したゾドや都市部の食肉・乳製品の不
足といった課題を解決するため、「モンゴル国政府の食料・農業政策」を国会承認すると共に
集約的畜産に限定した「生産性の高い牧畜の発展プログラム」も同月に政府決定した。食料・











また、2006 年 3 月に食料農牧省は「集約的方法で牛肉 ･ 羊肉生産を増加させるサブプログ
ラム」を承認した。実施期間は 2006 年～ 2015 年で、家畜飼育に適した中部 ･ 北部 ･ 東部地
















表 5　モンゴルにおける 5 蓄以外の家畜数の推移
2010 2011 2012 2013
豚（頭） 24,842 30,397 40,421 51,864
家禽（千羽） 425.8 596.8 469.4 489.3
トナカイ（頭） 1,344 1,396 1,421 1,574
ミツバチ（巣箱） 1,628 896 2,128 3,677
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目的していた。第 3 次アタル開始時、農業生産機材は老朽化して技術的な要求を満たすこと
ができなくなっており、総耕地の 30％程度が作付され、小麦需要の 24.9％，野菜の 47.0％，ジャ
ガイモの 86.0％を国内自給するにとどまっていた。
機械設備への投資により、アタル開始から 2 年後の 2009 年には、穀類 39 万 2900 トン（う
ち小麦 38 万 9100 トン）、ジャガイモ 15 万 6000 トン、野菜 8 万 1400 トンを収穫し、年間












ネクサス（北海道帯広市） 2000 年 ジャガイモ、タマネギの生産
みらい（千葉県松戸市） 2001 年 農業資材専門店や農産物・特産加工品の直売所
ファームドゥ（群馬県前橋市） 2001 年 ウランバートル近郊の 10 ヘクタールの農場でイチゴ、キュウリ、
レタスなどを生産し、合弁相手のスーパーで富裕層向けに販売
JWS テクニカ（東京都豊島区） 2001 年 独自技術を使用した電解システムをライセンス供与し、電解水農
法で現地生産を開始。収穫量はホウレンソウで 1.8 倍、ジャガイ
モは 1.5 倍となり、ビタミン C 含有量は最大で 30 倍
積水化学北海道（北海道岩見
沢市）




農業分野のモンゴル企業に関しては、2007 年 6 月に施行された中小企業法の下で、従業員
数 20 人以上 199 人以下の中規模農林漁業企業 2878 社が企業登録されている。全雇用者数 37
万人で 1 社当たり平均雇用者数 130 人弱である。2008 年の第 3 次アタル開始後、財務省は、
これらの企業に対し、投資開発基金（IDF）と呼ぶ金利コストを補助する政策支援融資を実施
している。モンゴルの中小企業の融資アクセスにとって最大の障壁のひとつが高金利・短期融
資の問題であるが、IDF は、年利 15% 未満、期間 5 年の銀行融資（融資金額の上限なし）の
金利コストの 50% を補助するというものであり、基金の半分が農業、牧畜セクター、残りは







2013 年現在、モンゴルでは、農牧業分野が就業人口の 48.5％、GDP の 35.1％を占めており、
鉱業とともに重要な産業である。にもかかわらず、金融機関の農業部門への融資に占める割合
は不自然なほど小さい。表 7 はモンゴルの 3 大商業銀行の農業部門への融資額と割合を示し
たものである。モンゴル最大のハーン銀行の前身は、名称が農業銀行であったが、同行でさえ、
農業部門への融資比率は 3.8％に過ぎない。






ハーン銀行 1,756,360 67,078 3.8%
貿易開発銀行（TDB） 1,533,272 25,368 1.7%









目的として始まった食糧・農業政策、2008 年に耕種農業の再興を目指し始まった第 3 次アタ
ルといった政策を背景に、近年、都市近郊において、酪農、養豚、養鶏などの集約的畜産経
営が増加している。牧場の多くがウランバートル市を含む中部地域に集中しており、牧場数
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表 8 の通り、トゥブ県の家畜は 2013 年現在 357 万 3 千頭を数える。これは、モンゴル全
土の家畜数の 7.9％であり、県別保有数では全国第 3 位となっている。家畜の種類別に見ても、
馬 28 万 36 百頭（10.8％、全国 1 位）、牛 23 万 9400 頭（8.2％、全国 3 位）、羊 181 万 5900





家畜の種類 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 保有率 県別順位
1．馬 1,920.3 2,112.9 2,330.4 2,619.4
うちトゥブ県 199.8 223 246.7 283.6 10.8% 1 位
うちウランバートル 20.8 22.5 25.8 30.2 1.2%
2．牛 2,176.0 2,339.7 2,584.6 2,909.5
うちトゥブ県 172.0 185.0 206.5 239.4 8.2% 3 位
うちウランバートル 54.9 56.9 60.6 64.6 2.2%
3．ラクダ 269.6 280.1 305.8 321.5
うちトゥブ県 2.2 2.9 2.4 2.7 0.8%
うちウランバートル 0.2 0.2 0.2 0.1 0.03%
4．羊 14,480.4 15,668.5 18,141.4 20,066.4
うちトゥブ県 1,358.7 1,462.3 1,633.7 1,815.9 9.0% 2 位
うちウランバートル 101.6 105.7 124.7 134.6 0.7%
5．山羊 13,883.2 15,934.6 17,558.7 19,227.6
うちトゥブ県 977.9 1088.9 1155.4 1231.3 6.4% 5 位
うちウランバートル 85.4 93.6 97.2 99.5 0.5%
家畜総数（千頭） 32,729.5 36,335.8 40,920.9 45,144.3
うちトゥブ県 2,710.7 2,962.0 3,244.7 3,573.0 7.9% 3 位
うちウランバートル 262.9 278.9 308.5 329.1 0.7%
（出所） Mongolia Statistical Yearbook 2013 に基づき筆者作成
ウランバートルの人口が増加し続けているのに対し、トゥブ県の人口にはほとんど変化が
見られない。2013 年現在 26 の郡に 8 万 6400 人が居住している（表 3 参照）。うち牧民は 1






2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
牧民数 364,350 366,199 360,255 349,303 327,154 311,185 289,646 285,691
うちトゥブ県 16,926 18,930 18,862 18,317 19,086 18,060 17,741 17,508
全国比 4.6％ 5.2％ 5.2％ 5.2％ 5.8% 5.8％ 6.1％ 6.1％
牧民一人当たり家畜数 142.1 164.0 182.9 204.1
うちウランバートル 6,118 6,410 6,096 5,359 5,304 4,773 2,949 2,798
全国比 1.7％ 1.8％ 1.7% 1.5％ 1.6％ 1.5％ 1.0％ 1.0％
牧民一人当たり家畜数 49.6 58.4 104.6 117.6

















全国 145,311 122,275 84.1 107,621 74.1 55,832 38.4 4,780 3.3 68,574 47.2
うちトゥブ県 9,447 8,566 90.7 7,890 83.5 5,527 58.5 813 8.6 4,577 48.4
うちウランバートル 1,464 1,119 76.4 1,102 75.3 515 35.2 19 1.3 152 10.4
（出所） Mongolia Statistical Yearbook 2013 に基づき筆者作成
トゥブ県では北西部の草原が広がる比較的肥沃な土地を中心に耕種農業が営まれている。
表 11 のとおり、ウランバートル市も加えた 2013 年の耕作地は 9 万 6200 ヘクタールで全国
の 23.2％を占めている。うち小麦等の穀類 6 万 2400 ヘクタール（全国比 21.3％）、ジャガイ
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表 11　耕作地面積（千ヘクタール）
2010 年 全国比 2011 年 全国比 2012 年 全国比 2013 年 全国比
1．穀類 259.2 299.9 306.2 293.3
うちトゥブ県 50.3 19.4％ 59.9 20.0％ 62.3 20.3％ 62.4 21.3％
うちウランバートル
2．ジャガイモ 13.8 15.4 16.8 15.5
うちトゥブ県 4.0 29.0％ 4.8 31.2％ 5.1 30.4％ 5.2 33.5％
うちウランバートル 0.5 3.6％ 0.4 2.6％ 0.7 4.2％ 0.5 3.2％
3．野菜 7.0 7.8 7.9 8.3
うちトゥブ県 1.1 15.7％ 1.3 16.7％ 1.0 12.7％ 0.9 10.8％
うちウランバートル 0.3 4.3％ 0.4 5.1％ 0.4 5.1％ 0.4 4.8％
4．家畜飼料 11.1 10.9 13.8 14.4
うちトゥブ県 4.2 37.8％ 2.5 22.9％ 5.2 37.7％ 6.3 43.8％
うちウランバートル 0.2 1.8％ 0.2 1.8％ 0.2 1.4％ 0.4 2.8％
作物地合計 315.3 345.9 379.8 415.4
うちトゥブ県 64.8 20.6％ 70.8 20.5％ 82.8 21.8％ 95.0 22.9％
うちウランバートル 1.1 0.3％ 0.9 0.3％ 1.4 0.4% 1.2 0.3％
（出所） Mongolia Statistical Yearbook 2013 に基づき筆者作成
表 12 のとおり、2013 年には、モンゴル国内で生産されるジャガイモの 38.0％、穀類の
23.2％、野菜の 12.8％がトゥブ県及びウランバートル市で生産されており、その殆どが首都
ウランバートルで消費される。また生産量は非常に少ないものの果物の栽培も始まっている。
家畜飼料は 2013 年 38.0％であり、集約的畜産業の需要があることがわかる。
ウランバートルには 10 カ所の農産物市場がある。Khuchitshonkhor 市場と Mars 市場が主
に卸売市場の役割を果たし、他の 8 カ所の市場は小売を主としている。遠隔地の農家から運





売店に販売される。農産物市場では、8 月から 11 月にかけて国内産の野菜の入荷が多く出盛






2010 年 全国比 2011 年 全国比 2012 年 全国比 2013 年 全国比
1．穀類 355.1 446.1 497.3 387.0 
うちトゥブ県 82.7 23.3% 107.5 24.1% 107.9 21.7% 81.0 20.9%
うちウランバートル 8.8 2.5% 9.6 2.2% 10.1 2.0% 9.0 2.3%
2．ジャガイモ 168.0 201.6 245.9 191.6 
うちトゥブ県 50.8 30.2% 65.8 32.6% 100.8 41.0% 68.7 35.9%
うちウランバートル 5.3 3.2% 5.3 2.6% 5.2 2.1% 4.1 2.1%
3．野菜 82.3 99.0 98.9 101.8 
うちトゥブ県 12.0 14.6% 12.9 13.0% 11.4 11.5% 10.1 9.9%
うちウランバートル 3.0 3.6% 3.6 3.6% 3.1 3.1% 3.0 2.9%
4．家畜飼料 34.8 40.4 46.2 42.6 
うちトゥブ県 13.8 39.7% 5.7 14.1% 16.9 36.6% 14.5 34.0%
うちウランバートル 0.4 1.2% 0.6 1.5% 1.8 3.9% 1.7 4.0%
5．果物 0.58 1.83 0.59 1.64 
うちトゥブ県 0.08 13.8% 0.13 7.1% 0.06 10.2% 0.14 8.7%
うちウランバートル 0.07 12.1% 0.07 3.8% 0.04 6.8% 0.22 13.2%
（出所） Mongolia Statistical Yearbook　2013 に基づき筆者作成
10．ウランバートル近郊農業の担い手
2011 年以降、毎年 3 月及び 9 月にウランバートルに短期滞在して行ってきたボランティア
活動や調査等を通じて、ウランバートルやトゥブ県で農業従事者やゲル地区住民に対する聞き
取り調査を行う機会があった。下表 13 のとおり、農業従事者の内訳は、牧民（No.1）、野菜






































3 年目に入ってからである。このことからも返済期間 3 年という条件で銀行融資を受け
ようとする農家が少ないことは容易に推察できる。人口の半分近くが農業分野に就業し、






















1 （調査日）2011 年 9 月（対象者）Mr.B.Y.（30 歳）（居住地）トゥブ県 Bayan-Unjuul 郡
妻（29 歳）と長男（4 歳）、長女（生後 30 日）の 4 人家族。山羊 100 頭余り及び馬 12 頭を保有し遊牧
生活を送っている。春秋放牧地に土嚢利用の山羊用家畜シェルター建設技術協力を行ったところ、夫婦
の親戚 4 家族（夫の兄（33 歳）、妻の両親（義父 56 歳、義母 48 歳）、妻の長弟夫婦（夫 25 歳、妻 26
歳）、妻の次弟（23 歳）が建設作業に参加したことから伝統的なホトアイルの存在を確認できた。2 年後
の 2013 年 9 月に行った追跡調査から、2011 年 10 月及び 2012 年 3 月下旬から 6 月及び 10 月、2013 年
3 月下旬から 6 月にかけて家畜シェルターを使用したことを確認した。家畜シェルター建設当時、山羊
100 頭余りしか保有しておらず、小規模な牧民のなかでも特に貧しく現金収入はわずかであったが、2 年
後の追跡調査時には山羊が 200 頭と 2 倍に増え、また、中古車、無線電話機、新しい太陽光パネル等を
購入しており、2 年間で相当暮らし向きが豊かになった様子がうかがえた。なお山羊 1 頭の市場での売値
は 10 万 MNT 程度とのことであった。
2 （調査日）2013 年 9 月（対象者）Ms. N.D． （居住地）トゥブ県 Bayantsogt 郡
ウランバートルから北西 40 キロメートル地点における野菜栽培農家。2008 年に親族 5 家族が共同で、
政府と耕作地（15 ヘクタール）の賃貸契約を締結。賃貸料は年間 45 万 MNT（3 万 MNT/ ヘクタール・年）。
単位ヘクタール当たりの賃貸料は場所によって異なり、契約も個別に締結されるとのこと。2009 年に耕
作地をフェンスで囲う作業を実施し、2010 年に井戸調査会社に委託して井戸の適地を調査。2011 年に
74 メートル掘削し井戸を確保し、ジャガイモを栽培。2012 年 6 月に温室 3 棟を建設しキュウリを栽培。
卸値は 1 キログラム当たり 3 千 MNT であった。2013 年は、政府の勧めに従って 4 月からイチゴを栽培、
苗木は 2,500MNT/ ポットで購入、卸値は 1 キログラム当たり 1 万 5 千 MNT であり利潤を得ている。訪
問時、イチゴ 3 キログラムを 1 パックとして、週 2 ～ 3 回、ウランバートルに出荷していた。また、耕
作地ではタマネギ、カブ、キャベツ、ホウレンソウを栽培。また、2012 年 9 月に UNDP の援助を得て、
土嚢利用の温室 1 棟及び家禽小屋を建設。調査時に同土嚢工法温室ではイチゴに加え、自家消費用にキュ
ウリ、ニンジン、レタス、インゲン豆を栽培していた。耕作地は親族 5 家族の共同保有であるが、同地
でゲルに定住し農業を営んでいるのは聞き取り対象者の Ms. N.D．の 1 家族のみ。他の 4 家族は、ウラ
ンバートルでユリの栽培や公務員等をして生活しており夏季のみ同地に滞在。なお親族 5 家族のうち、
Ms. N.D．の家族を含む 2 家族がかつて遊牧生活をしていた。Ms. N.D．の家族は遊牧生活を止めた後、
牛を飼い酪農をしていたが、利潤が少ないことから野菜栽培農家への転身を決意した。農業に関しては
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3 （調査日）2013 年 9 月（対象者）Mr.B.G.（ 居住地）ウランバートル市 Khan-Uul 地区
市の中心部から北西に 30 ㎞地点における養豚業者。親族 5 家族（うち 1 家族は牧民）の資金で、3 年前に、
同所で養豚を営んでいた一家からレンガ造りの住居、養豚小屋、井戸の施設を含む 1 ヘクタールの土地
（居住地として登録）を入手し、養豚業に従事。移住前は、ウランバートルで野菜の販売を行っていたが、
畜産に興味があり、養豚業を始めた。豚の餌は、小麦で 1 トン 10 万 MNT 程度。2013 年 4 月に UNDP
の資金援助を得て土嚢工法の家禽小屋を建設。同年 6 月からアヒル 10 羽、鶏 30 羽を飼育中。養鶏に必
要な知識はインターネットから得ている。餌は豚と同じ小麦を使用。家禽類は、毎日卵を産むので良い
副収入になると思っている。将来は食肉販売も考えているとのこと。
4 （調査日）2014 年 3 月（対象者）Mr.B.S.（45 歳）（ 居住地）トゥブ県 Bayantsogt 郡
小麦栽培及び酪農農家。3 人家族でゲルに定住。1996 年にウランバートルに移住。2002 年から同地に移
り酪農を始めたがミルクの卸売価格が安い一方で牛の飼料代が高いため 2006 年から小麦栽培も始めた。
年収 2400 万 MNT。収入内訳は 60 ～ 70％が小麦で、30 ～ 40％がミルク販売によるもの。銀行融資は
活用したことがない。利子が月 2 ～ 3％と高く返済期間 3 年と短い。返済期間が 10 年程度だったら活用
を考える。
5 （調査日）2014 年 3 月（対象者）Mr.R.B.（55 歳）（居住地）トゥブ県 Bayantsogt 郡
自宅はヘンティ県にあるが現在 Ms. N.D．（上記 No.2）の農地の管理人として同地で働いている（ここ
に来る以前はセレンゲ県で働いていた）。ゲルに定住。年収 420 万 MNT。月収 35 万 MNT のうち 20 万
MNT を家族に送金。ヘンティ県の自宅には妻と子供 4 人がいる。上の 2 人（24 歳、26 歳）は共に教職
についている。その下は大学生（21 歳）で一番下が 8 歳。自宅では山羊を飼っており、カシミアを刈る
ために毎年春に自宅に帰る。
6 （調査日）2014 年 3 月（対象者）Mr.D.K.（60 歳）（居住地）トゥブ県 Bayantsogt 郡
酪農家。動物医の妻 （57 歳）との 2 人家族でゲルに定住。ウランバートルに 4 人の子供がいる。長女は
企業経営者、長男は警察官、下の 2 人は会社員。1996 年までタクシードライバー、1997 年から 2008 年
まで自動車学校の教官をしていたが 6 年前に同地に移住した。毎日 6 時に起床し 1 時間半搾乳、7 ～ 9
時に出荷、その後、仔牛に授乳という生活をしている。ミルクの卸売価格が安い。1 リットル当たり、夏
季 350MNG/ 日× 100 日、冬季 800MNG/ 日× 50 日。販売先が 1 社しかないのが問題。年収はミルク
販売 1000 万 MNT に加え、夫婦の年金収入 600 万 MNT がある（夫が月 26 万 MNT、妻が月 23.6 万
MNT）。銀行融資は受けたことがないが、3 年返済でなく 10 年返済だったら借りたい。過放牧や近郊農
家による耕作により砂漠化が進んでいると感じている。
7 （調査日）2014 年 3 月（対象者）Mr.T.M.（77 歳）（居住地）トゥブ県 Bayantsogt 郡
飼料作物及び野菜栽培農家。妻（72）と 2 人家族でレンガ造りの家屋に定住。子供 5 人がウランバート
ルに在住。1958 年にウランバートルに移住してから 48 年間トラック運転手をしていたが、6 年前、空気
の良い所を求めて調査地に移住。15 ヘクタールの土地を年 25 万 MNT で借りて、7 ヘクタールで家畜飼
料（大麦）を栽培。他に小さな温室で自家用に野菜（キャベツ、じゃがいも、ニンジン、タマネギ、ホ
ウレンソウ、コリアンダー）を栽培している。砂漠化防止のために 800 本植樹し 2013 年 6 月に大統領
からグッドアイデア賞を受賞した。うち 150 本は健康飲料として注目されているシーバックソーンの果
樹。農業には晴雨の時期が重要だが、作付け期の 5 ～ 6 月の雨量が少なく、収穫期に雨が降るのが問題。
また、農業用に使用できる井戸の水量が十分でない。一番の楽しみはきれいな空気のもとで野菜をつくっ
たり自分の好きなことをしたりすることで、健康に良い。朝早く起きて歩いて畑に行き水遣りをするが
とてもよい香りがする。家畜飼料の年収は 100 万 MNT にしかならないが、夫婦の年金年収 780 万 MNT
がある（夫が月 50 万 MNT、妻が月 15 万 MNT）。農業投資の資金を借りたいが年金生活者のため融資
してくれない。
8 （調査日）2014 年 9 月（対象者） Mr.N.S.（69 歳）（居住地）ウランバートル市 Bayanzurkh 地区
ゲル地区住民。年金生活者。2005 年に西部のザブハン県から移住してきた。居住地は親戚の土地で登録
されている。周囲の土地もほとんど登録されているはず。4 人家族で、6 年前に妻が亡くなった。トゥブ





し車で水運びをしている。浴水は 800 メートル離れたシャワーハウスを利用。1 回の使用料 2500MNT。
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都市ウランバートルの拡大に伴う近郊農業の形成
9 （調査日）2014 年 9 月（対象者）Mr.B.G.（70 歳）（居住地）トゥブ県 Zúnmod 郡
南ゴビで軍に勤務していたが 20 年前にゾーンモドに移住。現在は月 50 万 MNT の年金で生活している。
妻（67 歳）、長女（30 歳）、長男（17 歳）、次女（6 歳）の 5 人家族。アパートを所有しているが、6 月
から 10 月の間はゲル地区の妻の妹夫婦の土地に隣にゲルを張って住んでいる。妹夫婦のみならずゲル地
区住民は皆アパートに住みたいと考えているが、住宅ローンを返済できるほどの収入がない。生活用水
は 1 リットル 1.5MNT で給水所から購入。子供が手押し車で水運びをする。シャワー施設は 20 ～ 30 分
離れたところにあり、40 分間の利用料金 3000MNT。生活上、上下水道設備の普及が一番の希望。
10 （調査日）2014 年 9 月（対象者）Mr.S.J.（70 歳） （居住地）トゥブ県 Zúnmod 郡
ゲル地区住民。年金生活者（22 万 MNT/ 月）。長女の子供がゾーンモドの学校に通学することになり、
2005 年にバヤンオンジュール郡から移住してきた。妻（62 歳）、長男（27 歳）、長女の子供（現在、中学生）
の 4 人家族。1 月から 7 月までここで馬を飼育しているが、8 月から 12 月はバヤンオンジュールで放牧
している。集中暖房のあるアパートに住みたいが高くて購入できない。生活用水は聞き取り対象者が 10
～ 20 分かけて給水所から運んでいる。毎月第 1 土曜日に住民が集まって草原のごみ拾いをしている。
11 （調査日）2014 年 9 月（対象者）Mr.E.S.（45 歳）（居住地）トゥブ県 Zúnmod 郡
ゾーンモドのゲル地区住民。ウランバートルで従業員 10 名を雇用し、モンゴルの伝統衣装（皮革製品）
製造会社を経営。会社は製造が間に合わないほど繁盛している。2011 年にウランバートルから移住して
きた。居住地は妻の父の土地。妻（41 歳）、長女（18 歳）、長男（7 歳）の 4 人家族。ゾーンモドでは乳
牛 11 頭を飼いミルクを販売している。アパートに住みたいが高い。市役所の人が優先的に入居している




12 （調査日）2014 年 9 月（対象者） Mr.B.H.（41 歳）（居住地）ウランバートル市 Khan Uul 地区
ゲル地区住民。ウランバートル生まれで、娘（18 歳）、兄 （46 歳）と 3 人でゲルに居住している。兄弟















1959 年の一郡（soum）一組合（ネグデル）体制の確立と第 1 次アタル（未開墾地開拓）の開
始、市場経済化以降においては、2003 年の土地私有化法の施行がモンゴル社会を大きく変容








































平成 26 年 3 月
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